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研究㛤発を対象としたプログラ࣒とプロジ࢙クトのデザイン   

 

 
 （㔛子㸦㸦⊂）科学ᢏ⾡᣺⯆機構 社会ᢏ⾡研究㛤発センター⏤ ㇂⃝ۑ

 

 

 
ᴫ要 

 ⏘業のࢧーࣅス化が㐍ࡳ、社会の構造ኚ化をక

う「⤒῭のࢧーࣅス化」が㉳こっている。グロー

バル化によりᅜ㝿➇தが⃭化し、新⏘業の๰出、

社会の高ᗘ化・多様化といったୡ⏺つᶍの⤒῭ኚ

化がຍ㏿してきた。これらの現象は、ඛ㐍ᅜおよ

㛤発㏵上ᅜをྵめた⤒῭社会にඹ通した現象ࡧ

であり、知識中心の時代の฿来といえよう。これ

らに対ᛂし科学ᢏ⾡ᨻ策においては、知識基┙を

෌構築し、᪤Ꮡの研究㡿域を⼥合することによっ

て新しい研究㛤発㡿域をసり出し、イノ࣋ーࣙࢩ

ン࡬㈉献することがồめられている。 

 これらを⫼景にして、研究者の自⏤な発᝿に基

づく࣎ト࣒アップᆺ研究㛤発だけではなく、ᨻ策

課題対ᛂᆺのイノ࣋ーࣙࢩン๰出のための研究

㛤発᥎㐍のᚲ要性が高まってきた [1]。ᾏ外では、

研究㛤発ᨻ策のᐇ行手ẁとしてプログラ࣒がᐇ

᪋されている [2], [3]。現ᅾ、日本においても

科学ᢏ⾡ᨻ策に関連するプロジ࢙クトの関ಀや

それらの⥲యとしてのຠ果をᢕᥱするため、研究

㛤発㡿域にプログラ࣒ᴫ念がᑟධされつつある

[4]。プログラ࣒に関する研究として、ᴫ念ᙧᡂ

や評価のどⅬでのᐇ務的な事౛ᥦ♧が行ࢃれて

いる。一方、プログラ࣒タ計については、現状で

はᨻ策とプロジ࢙クトをつなࡄ多様なᙧ態での

プログラ࣒化が行ࢃれ、それらの一⯡的な理ゎは

十分ではない。㸦⊂）科学ᢏ⾡᣺⯆機構では、᪩

くからプログラ࣒化のヨࡳが行ࢃれてきた [5]。

本論文では、ᨻ策課題対ᛂᆺの研究㛤発㸦௨ୗで

は、ᡓ␎的研究㛤発と࿧ࡪ）に↔Ⅼをあて、研究

㛤発プロジ࢙クトに対するプログラ࣒のデザイ

ンについてᥦ᱌する。 

 

1. 基本ᴫ念と本研究の目的 

 まず、本研究で重要なᴫ念であるプログラ࣒と

プロジ࢙クトを定⩏する。PMI [6]によると、プ

ログラ࣒は、౽┈⋓得のため関連するプロジ࢙ク

トのグループを連ᦠし、プロジ࢙クトの⥲࿴௨上

を⤫ไすることと定⩏される。また、プログラ࣒

࣐ネジ࣓ントとは、関連するプロジ࢙クトを⟶理

するプロセスであり、特に⤌⧊の生⏘性の向上等、

アウトカ࣒のᐇ現を目的として行ࢃれる活動 

[7] である。 

 一方、プロジ࢙クトは、⊂自のプロࢲクトなど

のᡂ果≀をసることを目ᶆとして行う活動であ

る。プログラ࣒とプロジ࢙クトのᕪ異として、プ

ロジ࢙クトはアウトプット、プログラ࣒はアウト

カ࣒を๰造することがあࡆられる [7]。ここで、

アウトプットとは、研究㛤発プロジ࢙クトのᡂ果

㸦論文、特チ、プロトタイプ等）、アウトカ࣒と

は、プログラ࣒が意ᅗした受┈者に対する౽┈と

する。プログラ࣒がもたらす౽┈は、対象⤌⧊の

ኚ化をకうことが多い。したがって、プログラ࣒

はそれ自㌟では౽┈をᥦ౪することは出来ず、ᥦ

౪される౽┈が新しい能ຊとして対象⤌⧊に㐺

ᛂされることによって始めて目的を㐩すること

が可能となる。 

 ᨻ策においてプログラ࣒は、ᨻ策・᪋策をලయ

的にᐇ現するための一య的な論理的なまとまり、

᪋策の最ᑠ༢఩ [4] と定⩏される。また、科学

ᢏ⾡的な価್を目指すタイプ、社会的・⤒῭的な

価್をᐇ現することまでを目指すタイプにඹ通

なプログラ࣒のデザインがᚲ要とされている。本

論文では、イノ࣋ーࣙࢩン๰出のための㸦したが

って社会的・⤒῭的な価್のᐇ現をྵࡴ）ᡓ␎的

研究㛤発に↔Ⅼをあて、研究㛤発プロジ࢙クトに

対するプログラ࣒のデザインについてᥦ᱌する。 

 

2. イノ࣋ーࣙࢩン๰出のためのᡓ␎的研究㛤発

プログラ࣒の特ᚩཬࡧඛ行研究 

 イノ࣋ーࣙࢩン๰出を目指し、科学ᢏ⾡ᨻ策に

基づくᡓ␎的研究㛤発プログラ࣒は、どのような

特ᚩがあるのだろうか。プログラ࣒の࣑ッࣙࢩン、

、ステ࣒のタイプ、対象研究㛤発㡿域、目的タ定ࢩ

ண⟬、୙確ᐇ性の⛬ᗘについて、௨ୗのような特

ᚩを持つ。 

 

z ࣑ッࣙࢩン㸸イノ࣋ーࣙࢩン๰出Ѹ科学ᢏ⾡

的な価್だけではなく、社会的・⤒῭的な価

್のᐇ現を目指す 

z ࢩステ࣒のタイプ㸸࢜ープンࢩステ࣒Ѹ社会

から㐽䭍され、自ᕫ᏶結的で、環境にᕥྑさ
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的な価್だけではなく、社会的・⤒῭的な価

್のᐇ現を目指す 

z ࢩステ࣒のタイプ㸸࢜ープンࢩステ࣒Ѹ社会

から㐽䭍され、自ᕫ᏶結的で、環境にᕥྑさ

れないクローࢬドࢩステ࣒とは異なり、環境

との相஫స用がᚲ要 

z 対象研究㛤発㡿域㸸࣐ルティディプリࢼリѸ

༢一の研究㛤発㡿域にとどまらず、新しい研

究㛤発㡿域の๰出をᚲ要とする 

z 目的タ定㸸ᡓ␎的連ᦠѸ研究者の自⏤な発᝿

による研究㛤発とは異なり、外部でタ定され

たᨻ策・᪋策とᡓ␎的連ᦠを持ࡕ、その目的

㐩ᡂのためにᐇ᪋される 

z ண⟬㸸公ඹ—Ẹ間の௻業における研究㛤発と

は異なり、公ඹの資金を基に行う 

z ୙確ᐇ性㸸高いѸ研究㛤発のため、リスクが

高く、アウトカ࣒として得られる౽┈はኚ᭦

されたり、ᚎ々に明確化される 

 

 ௨ୗの⾲では、上グの観Ⅼについて、ᡓ␎的研

究㛤発、科研費による研究㛤発、௻業における研

究㛤発、通ᖖのࣅジネス㸦IT㛤発、建築）におい

てẚ㍑した。イノ࣋ーࣙࢩン๰出を目指し、社会

に対して相஫౫Ꮡ性があり、目的は外部とのᡓ␎

的連ᦠによってタ定し、プロジ࢙クトᐇ᪋のリス

クが高いⅬで、ᡓ␎的研究㛤発は、௻業における

研究㛤発とඹ通の特ᚩを持つ。一方、公ඹ的で㛗

ᮇ間というⅬは、科研費による研究㛤発とඹ通で

ある。 

 

⾲ 1 ᡓ␎的研究㛤発の特ᚩ 
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 ḟに、このような特ᚩを持つ研究㛤発プログラ

࣒࣐ネジ࣓ントに関するඛ行研究をレࣗࣅーす

る。プログラ࣒࣐ネジ࣓ントに関する研究は、主

にᐇ務的な事౛であり、プログラ࣒の୙確ᐇ性の

ᗘ合いによって 2つのグループに分けられた。  

 

z ୙確ᐇ性が高いプログラ࣒ 

¾ 公ඹ的㸦ᨻᗓ、㠀Ⴀ฼⤌⧊） 

� ᨻ策に基づくプログラ࣒ 

� 社会的プログラ࣒ 

¾ Ⴀ฼的 

� ௻業の研究㛤発プログラ࣒ 

z ୙確ᐇ性が低いプログラ࣒ 

¾ 通ᖖࣅジネス㸦IT㛤発、建築等） 

 

 PMI [6]など主に通ᖖのࣅジネスを対象とした

プログラ࣒࣐ネジ࣓ントに関する文書 [8],[9]

では、プログラ࣒ᐇ᪋時の࣐ネジ࣓ントである、

リスク、ရ㉁、ኚ᭦⟶理や౽┈の対象⤌⧊での㐺

ᛂに関するグ㏙が充ᐇしていた。一方、୙確ᐇ性

の高いプログラ࣒ [10],[11] では、プログラ࣒

の計画、評価が中心であった。 

 

⾲ 2 プログラ࣒タイプ別のデザインの࣏イント 
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 公ඹ的でありᨻ策に基づくプログラ࣒の場合

には、事๓だけではなく、事ᚋ評価やᨻ策࡬のࣇ

ィードバックが重要どされる。ඖ来ᨻ策に基づく

プログラ࣒はᴫ念的であり、評価が㞴しく、評価

手法㸦ROAMEF [10] 等）の確❧が重要な課題であ

った。また、ᨻ策に基づくプログラ࣒は、ண⟬が
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公ඹから集められる。そのため、プログラ࣒につ

いて公ඹに対してㄝ明㈐௵があり、評価に重Ⅼが

⨨かれているとᛮࢃれる。 

 一方、୙確ᐇ性が高いႠ฼的なプログラ࣒では、

ᐇ᪋時のプログラ࣒࣐ネジ࣓ントとしてプロジ

࢙クトに対する࣐ネジ࣓ント活動だけではなく、

ᡓ␎見┤しや新たなクロスタスクの❧ࡕ上ࡆな

どプログラ࣒全యに対するプログラ࣒࣐ネジ࣓

ント活動を行っている。௻業の研究㛤発プログラ

࣒は࢜ープンࢩステ࣒であることから、㢳ᐈをྵ

環境のኚ化や、プロジ࢙クに関ಀするステークࡴ

࣍ルࢲーが多くᏑᅾし、多様などⅬでの࣐ネジ࣓

ントがᚲ要である。イノ࣋ーࣙࢩン๰出のための

ᡓ␎的研究㛤発プログラ࣒は࢜ープンࢩステ࣒

であり、プログラ࣒⥲యとしてのࢲイ࣑ࢼックな

࣐ネジ࣓ント活動がᚲ要であろう。 

 ᡓ␎的研究㛤発コ࣑ࣗࢽティーを対象とした

プログラ࣒におけるプログラ࣒࣐ネジ࣓ントの

ᚲ要性をワイクの集ᅋ発展のࣔデル [12] を࣋

ースに考える。研究㛤発者コ࣑ࣗࢽティは自❧的

な集ᅋであり、ワイクの集ᅋ発展のࣔデルが㐺ᛂ

される一౛と考えられる。 

 

 
ᅗ 1 集ᅋ発展のࣔデル 

 

 一方、ᡓ␎的研究㛤発は、自然とඹ通の手ẁが

構築され、目的がඹ通になる௨๓に、ᡓ␎的な目

的がタ定される。多様な目的を持つ研究㛤発㡿域

に対して、ඹ通の目的を目指しプロジ࢙クトをᐇ

᪋するためのプログラ࣒࣐ネジ࣓ントがᚲ要と

なる㸦ᅗ 2 の 3Ѝ1）。また、そのᡓ␎的目的を㐩

ᡂするため、多様な手ẁを持つ᪤Ꮡの研究㛤発㡿

域をྲྀり㎸ࡴためのプログラ࣒のᯟ⤌ࡳసりが

重要である㸦ᅗ 2の 1Ѝ2）。 

 このような࣐ルティディࢩプリࢼリによる研

究㛤発の場合には、ྛ研究㛤発㡿域で確❧された

目的と手法が持ࡕᐤられ、ᡓ␎的に⤫合されるこ

とによってコ࣑ࣗࢽティが発展する。そのため、

プログラ࣒の目的を㐩ᡂするため、プロジ࢙クト

せた࣐ーケࢃの௓ධやプログラ࣒の㐍䬖に会࡬

ティング活動がᚲ要になる。௨ୗに、ᡓ␎的にプ

ログラ࣒࣐ネジ࣓ントが௓ධするኚ容をᐇ⥺で

♧す。 

 

 
ᅗ 2 ᡓ␎的௓ධを௜ຍしたࣔデル 

 

 では、イノ࣋ーࣙࢩン๰出のためのᡓ␎的研究

㛤発プロジ࢙クトをᐇ᪋する㝿の課題はఱであ

ろうか。そのためにプログラ࣒࣐ネジ࣓ントのデ

ザインにおいてはఱを考慮するᚲ要があるのだ

ろうか。ᡓ␎的であり社会に㛤かれた研究㛤発の

౛として、ࢧーࣅスイノ࣋ーࣙࢩン๰出を目指す

研究㛤発の౛を♧す [13]。 

 ࢜ープンࢩステ࣒ᆺの研究㛤発の場合、社会と

のインタラクࣙࢩンによって研究㛤発が行ࢃれ

る。⾲ 3はプロジ࢙クトの社会との連ᦠ部分にお

いて、༙分௨上のၥ題が発生していることを♧す。

プログラ࣒࣐ネジ࣓ントにおいて、プロジ࢙クト

の状態を論文ᩘといったᐈ観的データだけでは

なく、プロジ࢙クトに関ಀするステーク࣍ルࢲー

の観Ⅼから多㠃的にᢕᥱすることが重要である。

また、社会とのインタラクࣙࢩンのᗘ合いによっ

てその⛬ᗘは異なると考えられ、それらに㐺ᛂし

たプログラ࣒࣐ネジ࣓ントがᚲ要であろう。 

 

⾲ 3  ス研究の課題 [13]ࣅーࢧ
 

カテࢦ

ー毎% 
課題 件ᩘ 

課 題

毎% 

価್ඹ

๰の場

の࣐ネ

ジ࣓ン

ト 

52.3% 

ス部門による研究部門の理ࣅーࢧ

ゎ 
16 18.6% 

研究部門のࢧーࣅス部門の理ゎ 6 7.0% 

研究計画・ᐇ᪋の動的なኚ᭦ 5 5.8% 

ኚ᭦をチ容する研究ᐇ᪋ 5 5.8% 

研究部門での多様なᡂ果に対する

評価 
5 5.8% 

ス・プロジ࢙クトᐇ᪋のためࣅーࢧ

の知識 
4 4.7% 

ス研究のための࣐インドセࣅーࢧ

ット 
2 2.3% 

ス価್と研究価್の୙ᩚࣅーࢧ

合・⟶理 
2 2.3% 

研究イ

ンパク

ト 

19.8% 

㛗ᮇ的などⅬでの研究評価・⥅続ᨵ

ၿ 
10 11.6% 

༢発・ᑠつᶍࢯリࣗーࣙࢩン 7 8.1% 

プロジ

クト・

࣐ネジ

࣓ント 

19.8% 

プロジ࢙クト・࣐ネジ࣓ント一⯡ 11 12.8% 

リスク⟶理 4 4.7% 

ኚ᭦⟶理 2 2.3% 

知的㈈

⏘ 
4.7% 知的㈈⏘⟶理 4 4.7% 

その他 3.5% その他 3 3.5% 

合計 100.0%  86 100.0% 

 

 ௨上より、イノ࣋ーࣙࢩン๰出のためのᡓ␎的

研究㛤発プログラ࣒では、⾲ 2で♧された全ての
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公ඹから集められる。そのため、プログラ࣒につ

いて公ඹに対してㄝ明㈐௵があり、評価に重Ⅼが

⨨かれているとᛮࢃれる。 
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ᚲ要性をワイクの集ᅋ発展のࣔデル [12] を࣋

ースに考える。研究㛤発者コ࣑ࣗࢽティは自❧的

な集ᅋであり、ワイクの集ᅋ発展のࣔデルが㐺ᛂ
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たプログラ࣒࣐ネジ࣓ントがᚲ要であろう。 
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リスク⟶理 4 4.7% 

ኚ᭦⟶理 2 2.3% 

知的㈈

⏘ 
4.7% 知的㈈⏘⟶理 4 4.7% 
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合計 100.0%  86 100.0% 

 

 ௨上より、イノ࣋ーࣙࢩン๰出のためのᡓ␎的

研究㛤発プログラ࣒では、⾲ 2で♧された全ての

項目を考慮したデザインがᚲ要であることが♧

၀された。 

 

3. イノ࣋ーࣙࢩン๰出のためのᡓ␎的研究㛤発

プログラ࣒のデザイン 

 本⠇では、イノ࣋ーࣙࢩン๰出のためのᡓ␎的

研究㛤発プログラ࣒のデザインの࣏イントを計

画に↔Ⅼをあて♧す。通ᖖ、㛤始๓、中間、⤊஢

時、㏣㊧等、プログラ࣒評価がᐇ᪋される。評価

の⊂自性を確保するため、評価のデザインは評価

ጤဨ会等プログラ࣒のデザインに関ࢃる⤌⧊と

は別に行ࢃれる。評価のデザインについては⊂❧

したどⅬでᤊえる࡭きと考え、本論文では評価の

デザインについてはᢅࢃない。しかしながら、プ

ログラ࣒は評価可能性、᳨ド可能性を意識しタ計

される࡭きであり [16]、௨ୗではプログラ࣒の

᳨ド可能性をྵめ㆟論する。 

 スタッ࢛ࣇード・ࣅーアの᭷機的に構ᡂされた

⤌⧊に対する一⯡ࣔデルである Viable System 

Model (VSM) [14] を参↷ࣔデルとして、プログ

ラ࣒デザインの࣏イント㸦⾲ 2参↷）を♧す。 

 

 
ᅗ 3 プログラ࣒デザインの࣏イント 

 

 ࢬー࢙ࣇ計画・ࡆ上ࡕ❧ 3.1

では、ᨻ策・᪋策に対ࢬー࢙ࣇ計画・ࡆ上ࡕ❧ 

するプログラ࣒の఩⨨づけ、プログラ࣒の目的の

タ定、ᯟ⤌ࡳ、ண⟬計画、⤌⧊యไの構築、およ

それらを基にどのようにプログラ࣒を࣐ネーࡧ

ジしていくかについてデザインする。ಶ々のデザ

イン࣏イントについて௨ୗで㏙࡭る。 

 

3.1.1 ఩⨨づけ 

 ᅜの意志や㐍࡭ࡴき方向性を♧したᨻ策・᪋策

は抽象的なᴫ念である。プログラ࣒は、ᨻ策・᪋

策のᐇ現のためලయ化されたᐇ態である関連す

るプロジ࢙クトのグループを連ᦠし、プロジ࢙ク

トの⥲࿴௨上を⤫ไするためのලయ的な手ẁで

ある。プログラ࣒は、ᨻ策意ᅗをලయ化するࢩス

テ࣒であり、ᨻ策展㛤の一つの༢఩となる。その

ため、ᨻ策・᪋策とプログラ࣒との関ಀ性を明ら

かにし、プログラ࣒のᚲ要性をㄝ明することが重

要である。ලయ的には、基本計画、イࢩࢽアティ

等ᨻ策・᪋策との関ಀ、ඛ行・関連プログラ࣒ࣈ

との関ಀ、ᨻ策に対する」ᩘプログラ࣒の関ಀ、

時ᮇ、ඃඛᗘ、公的ᚲ要性等の観Ⅼから、プログ

ラ࣒のᚲ要性をㄝ明する [15] 。 

 ᨻ策・᪋策をලయ化するためにプログラ࣒化す

る場合には、プログラ࣒に対ᛂするᨻ策は自明で

ある。しかしながら、多くのプログラ࣒によって

ලయ化されるᨻ策や㛗ᮇ間ᐇ᪋されるプログラ

࣒については、プログラ࣒間の関ಀやᨻ策との఩

⨨づけ等の見┤しがᚲ要であろう。 

 

3.1.2 目的・プログラ࣒のᯟ⤌ࡳ 

 プログラ࣒の目的は、ᨻ策・᪋策課題に対して

ᮇᚅされるᡂ果をලయ化したもの㸦アウトカ࣒）

である。まず、対象とするᨻ策・᪋策に対してプ

ログラ࣒が意ᅗする最⤊受┈者に対するᡂ果㸦ア

ウトカ࣒ ）をタ定し、そのためにはどのような

┤᥋的なᡂ果㸦アウトプット）がᚲ要か、そのた

めにはලయ的にఱを行うのかと、プログラ࣒の活

動に⮳るまでの因果関ಀを展㛤する。そのための

ールとして、ୗグのようなロジックࣔデル等がࢶ

౑ࢃれる。目的に対して、Specific, Measurable, 

Achievable, Relevant, Time-boundの属性の目ᶆ

㸦Target）をタ定することによってプログラ࣒の

㐍䬖をᢕᥱできる[10]。 

 

 
ᅗ 4 ᡓ␎的研究㛤発プログラ࣒の目的 

 

 目的を㐩ᡂするために、⧞り㏉し公ເを行う場

合、௨ୗのような観Ⅼで対象とするプロジ࢙クト

をヲ⣽化し、プログラ࣒のᯟ⤌[15] ࡳをỴ定す

る。 

 

z プロジ࢙クトのタイプ㸦ၥ題ゎỴᆺ、知識構

築展㛤ᆺ、指ᶆ構築ᆺ、社会ᐇ⿦ᆺ、௻画調

査、ⱝ手・ዪ性研究者対象等） 

z 資源㸦公ເ対象者、構ᡂ⤌⧊、HW/SW等） 

z ᮇ間㸦プロジ࢙クトᮇ間、プログラ࣒ᮇ間） 
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z ண⟬㸦プロジ࢙クトᙜり、⥲㢠） 

z その他、プロジ࢙クト構ᡂ㸦プロジ࢙クトの

集合యによるチー࣒、ಶ々のプロジ࢙クト、

ಶே研究、ⱝ者等）など 

 

3.1.3 ண⟬ 

 プログラ࣒の目的㐩ᡂのため、ᐇ᪋するプログ

ラ࣒に対するண⟬を計画する。プログラ࣒のᯟ⤌

で♧されたᐇ᪋するプロジ࢙クトのタイプにࡳ

よって、ண᝿されるプロジ࢙クトのయไ、研究㛤

発活動等異なる。プログラ࣒の目的㐩ᡂをຠ果的

に、ຠ⋡的に行うため、プロジ࢙クトあたりのண

⟬つᶍやᐇ᪋ಶᩘ等を計画する。プロジ࢙クトの

᥇ᢥの方㔪は、ண⟬計画を参↷しỴ定される。 

 

3.1.4 ⤌⧊ 

 プログラ࣒に関連する⤌⧊は、ᨻ策・᪋策のỴ

定を行い、プログラ࣒のス࣏ンࢧーである⤌⧊

㸦┬等）、プログラ࣒ᐇ᪋㈐௵者㸦プログラ࣒⥲

ᣓ）、プログラ࣒ᐇ᪋時アドバイザー㸦プログラ

࣒アドバイザー）、プログラ࣒࢜ࣇィス㸦事務ᒁ、

プログラ࣒㡿域のᑓ門ᐙ）、プログラ࣒のࢽࢩア

㈐௵者㸦プログラ࣒ディレクター）、プログラ࣒

評価ጤဨ会㸦プログラ࣒の外部にタ⨨）等からな

る。 

 プログラ࣒ディレクターによるプログラ࣒⥲

ᣓཬࡧプログラ࣒㡿域のᑓ門ᐙの௵࿨、プログラ

࣒⥲ᣓ、事務ᒁ、プログラ࣒㡿域のᑓ門ᐙによる

プログラ࣒アドバイザーの௵࿨が行ࢃれる。プロ

グラ࣒評価ጤဨ会は、プログラ࣒⤌⧊とは別⤌⧊

によって⊂❧にタ⨨される。 

 プログラ࣒⥲ᣓཬࡧプログラ࣒アドバイザー

の㑅出は、プログラ࣒の対象とする研究㛤発㡿域

の特ᚩによって考慮する。プロジ࢙クトの᥇ᢥは、

プログラ࣒のࢽࢩア㈐௵者とプログラ࣒⥲ᣓ、プ

ログラ࣒アドバイザーによって行ࢃれる。そのた

め、科学的・社会的・⤒῭的価್の๰出や、研究

㛤発に関連する研究㡿域㸦࣐ルティディプリࢼ

リ）、研究㛤発の࢜ープンࢩステ࣒性㸦研究㛤発

プロジ࢙クトが対象とするၥ題㡿域）を考慮した

㑅出がᚲ要である。 

 

3.1.5 プログラ࣒࣐ネジ࣓ントのデザイン 

 プロジ࢙クトの᥇ᢥ方㔪の策定、ྛプロジ࢙ク

トとのコ࣑ࣗࢽケーࣙࢩン方法、プログラ࣒全య

のᡂ果๰出のための活動計画等を行う。 

 プロジ࢙クトの᥇ᢥ方㔪は、研究㛤発㡿域の特

ᚩ、プログラ࣒の目的、プロジ࢙クトのタイプ、

ண⟬を考慮した上でỴ定する。プロジ࢙クトの᥇

ᢥᚋ、研究㛤発計画策定時、研究㛤発ᐇ᪋時のࣔ

、タリング、プロジ࢙クト合同での活動㸦合ᐟࢽ

ーラ࣒等）などのプロジ࢙クトとのインタラ࢛ࣇ

クࣙࢩン方法を計画する。また、プロジ࢙クトの

࣏ート࢛ࣇリ࢜分析によるᡓ␎の見┤し、プロジ

࢙クト間の連ᦠによるᡂ果の向上ཬࡧリスク低

減、プログラ࣒⥲యとしてのᡂ果の構造化、外部

の関連⤌⧊との連ᦠᙉ化によるアウトリーチや

ၥ題ゎỴ等、プログラ࣒全యに対するプログラ࣒

࣐ネジ࣓ントの活動を計画する。 

 

4. 考察およࡧ௒ᚋの研究課題 

 本論文では、イノ࣋ーࣙࢩン๰出のためのᡓ␎

的研究㛤発プログラ࣒の఩⨨づけ・計画࢙ࣇーࢬ

のデザイン࣏イントについて活動内容をᥦ᱌し、

事౛をᥦ♧した。研究㛤発プログラ࣒についての

調査や研究は、まだ十分に行ࢃれていない。௒ᅇ

♧されたデザイン࣏イントやそれらの活動内容

は、それらをᙧᘧ化していくための➨一Ṍである

と考える。 

 ௒ᚋ、௒ᅇ対象としなかった評価のタ計、異な

るタイプの研究㛤発プログラ࣒におけるデザイ

ン࣏イントやそれらの活動内容等を調査し、多様

な研究㛤発プログラ࣒の理ゎを῝めていること

が重要である。また、ಶ別のプログラ࣒のデザイ

ンにとどまるのではなく、ඹ通部分を明らかにし、

㉁の高い෌฼用可能なᯟ⤌ࡳを構築していくこ

とがᚲ要だと考える。 

 㸦⊂）科学ᢏ⾡᣺⯆機構 PO 研究㝔の高ᶫ様、

研ಟのㅮᖌ㝕には、௒ᅇの論文సᡂに対して、的

確なຓゝを㡬き大ኚおୡヰになった。また、プロ

グラ࣒デザインの現場を与えてくれ、日㡭からプ

ログラ࣒㐠Ⴀに༠ຊ㡬いているၥ題ゎỴᆺࢧー

ス科学プログラ࣒関ಀ者に対してᚚ♩を⏦しࣅ

上ࡆる。 
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